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英

厕

穀

物

市

場

の

，史

的

考

察

(
n
o

向

木

ま
1rij*

五

僧

格

の

點

ょ

り

見

れ

'ぱ

、
.
市

場

は

或

る

货

物

の

價

格
 

が

容

n
勿

迅

速

に

均

等

な

ら

ん

ど

す

る

强

き

倾

向

を

有

す
 

る

或

る

地

域

を

總

»

す

る

。

從

て

他

の

市

場

地

域

に

對
 

し

て

一

の

差

別

的

價

格

を

持

つ

。

：此

，1

の

差

別

的

©

格

：
 

に

向

ふ

强

き

倾

向

の

蒋

せ

る

地

方

：

^

穀

物

市

場

は

、

穀
 

物

取

引

が

.多

數

す

な

ら

組

織

的

V
；

な

ら

た

る

時

に

始

め
 

て

發

生

し

た

の

で

ぁ

る

> 

此

地

方

的

穀

物

市

場

に

於

け
 

る

穀

物

價

格

に

關

す

る

統

託

的

資

料

も

此

地

方

的

市

場
 

地

：域

が

旣

に

蒋

在

す

る

：に

到

れ

る

、

筑

十

三

世

紀

以

後
 

よ

み

現

は

れ

る

"

而

し

て

此

特

.代

よ

レ

以

後

の

穀

物

债

格

を

見

る

場

合

に

於

：て

*

専

ら

小

麥

の

み

に

よ

る

。

蓋
 

し

一

に

は

、

小

媒

情

格

に

®

ず

る

資

料

が

他

の

®

0

穀
 

物

に

，比

し

て

遙

か

に

豊

富

な

る

が

た

，め

ど

、

又

一

に

は
 

小

麥

が

日

觉

消

費

の

生

要

穀

物

で

め

つ

な

か

ら

で

あ 

る
。
第

十

二

世

紀

中

葉

よ

レ

、

第

十

四

世

紀

末

に

刹

る
 

頃

の

時

代

に

於

て

(

即

ら

P
l

a
n

t
a

g
e

n
e

t
s

の

時

代

に

久

ボ
 

て

)

.
英

國

民

.は

糾

惡

、

下

等

の

穀

物

.を

常

食

W

し

た

な
 

€
 

j

般

に

信

也

ら

れ

ん

す

し

て

る

。

而

も

賞

に

之

に
 

反

し

て

も

孤

ぼ

の

大

部

分

じ

j‘B

y

、
北

は

ダ

ァ

ノ

ム
 

(
D

u
r

h
a

m
〕

の

州

に

到

ろ

ま

で

も

農

紫

の

主

要

生

産 

物

"

又

即

ち

人

民

の

主

要

食

糧

は

小

麥

で

あ

つ

た

。

也
 

し

、

其

の

北

部

地

方

に

於

て

之

ミ

共

に

燕

麥

も

贫

料

ご
 

し

て

費

さ

れ

て

居

た

。

最

も

古

き

時

代

よ

ら

小

麥

は
 

英

陳

民

が

常

食

ご

し

た

る

主

要

穀

物

で

あ

ウ

た

'の

で

あ
 

る

0
是

が

最

良

の

觸

左

>
;
0

し

て

は

、
詣

々

の

所

®

地

に

於
 

け

る

諸

種

の

穀

物

に

费

さ

る

る

餅

地

面

積

の

火

小

如

何
 

に

若

く

も

の

.は

な

い

。

，

最

も

廣

さ

而

積

を

有

せ

る

作

物

5
'y
Y
I
3

i

か

主

要

，
撒

.物

で

あ

を

、

又

最

も

廣

き

ホ

場

を

有

せ

A

、
こ
 

を

は

明

で

あ

る

"

例

令

、

.

一

三

三

三

^
^—

六

年

の

四

年

 

間

、

ォ

ッ

ク

ス

フ

ォ

I

ド

の

M
e
r
t
o
n

 

c
o
l
l
e
g
e

は

其

所

領

地

 

の

十

！

簡

所

を

其

自

ら

の

資

本

に

て

耕

作

し

た

。
：
其

所

 

照

地

十

一

所

の

中

"

ニ

！條

所

は

S
u
r
r
e
y

に

ン

は

ガ

さ

け

 

に

、

I

 

一
は

 

c
a
s
b
l
-
i
d
g
c
s
h
i
r
e

 

:

に

、

W
U
C
I
C
S
,

 

W
a
r
w
i
c
k
s
h
i
r
e

 

及

H
a
n
t
s

に

各

！ 

o
o
x
f
o
r
d
s
h
h
e

に

は

ニ

简

所

の

所

®

 

地

が

あ

り

や

。

其

穀

物

耕

作

せ

ら

れ

た

る

も

め

i

館

一
 

年

に

は

1.1

ニ

0

六

H
 

j

力

，

。
第

二

年

に

は

一

三

一

五

，
 

五

H

I

力

一

^
。

第

三

年

に

は

一

四

五

七

チ

I

力

-

^

。

筋

 

四

年

に

は

一

四

四

O

K

分

ノ

：i

エ

I

力

I

。
に

し

て

、
其
 

中

小

褒

を

蔣

か

れ

た

る

.は

、

第

一

年

に

五

二

七

H

I

力 

!

"
鎮

ニ

年

に

四

六

0

 

H
,

力

ー

、
恶

！

¥

に

は

，

五

六

 

0

•

五

チ

I

力

I

。
ね

四

年

に

は

0

四
分
ノ
一

 

エ

I

 

力

I

で

あ

つ

ね

。

卯

ち

其

面

積

の

比

率

ょ

.
^
見

れ

ぱ

各

 

ギ

略

々

l
s
i
l
%

 

ニ

一

五

x
n
l
l

九

％

"

三

五

•

五

％

等

で

あ

 

る

。

，耕

作

面

積

に

於

て

小

麥

に

.次

ぐ

作

物

は

燕

あ

な

れ

ご
も
*
南
部
英
國
の
住
民
の
食
糧
ご
な
る
こ
ご
極
め
て 

僅
少
に
し
て
主V

；

し
て
馬
糧
ご
し
て
用
ひ
ら
れ
れ
。
大 

麥
も
燕
麥
を
同
じ
く
凡
そ
ニ
0

エ
I力

-
-

內
外
に
作
ら 

れ
な
れ
ご
も
、
其
f
f
l遂
は
其
種
類
に
よ
り
て
麥
酒
製
造 

fflvj

し
て
"
又
一
部
は
脉
、
家
愈
類
の
飼
料
ご
し
て
使 

用
さ

れ
カ
。
其
他
に
は
裸
麥
あ
れ\

レ

も
其S

作
而
績
は 

，
五

十

エ

I力~

內
外
に
し
て
他
の
穀
物
に
比
し
て
極
め 

て
微
々
た
る
も
の
で
あ
つ
力
。
之
等
に
よ
つ
て
も 

糧
ご
し
て
の
小
麥
の
生
産
が
農
事
#
作
の
主
要
部
分
な 

り
し
こ
ご
を
知
る
こ
ど
が
出
.來
る
。
中
世
英
國
の
住 

は
小
麥
製(

或
は
他
め
穀
物
ざ
混
せ
て)

の
パ
ン
y
v、
大 

麥
よ
b
作
れ
る
麥
酒
.
よ̂
つ
て
生
活
し
て
居
た
。
即
ち 

小
麥
價
格
の
高
低
は
主
要
な
る
農
業
的
利
害
を
形
成
し 

た
の
で
あ
る
，
' 
取
ぐ
.の
如
き
事
情
に
ふ
を
に
小
梦
價 

格
に
關
す
る
資
料
め
み
が
最
も
豊
富
な
ろ
こ
ど
は
> 
吾 

人
を
レ
て
之
の
み
を
以
て
以
下
の
叙
述
の
基
礎W

な
さ 

し
む
る
に
充
分
で
め
るA

i
^
o
g
e
r
s
: 

w
o
l
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g
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i

l

l

第

十

八

卷(

七
M

2

雜

錄
 

P. 

6
9
6
1
、

に
機
る)

バ
 
'
 
而

し

て

に

は

小

麥

價

格

の一

般
的
變
動
ょ
ク
も
V 

寧
る
各
地
方
に
從
て
ffl.異
れ
る
價
格
標
準
を
知
ら
な
け 

れ
ぱ
な
ら
な
い
。
筑
十
三
世
紀
後
半
に
於
け
る
小
黎
價 

格
に
就
て
見
る
に
、
平
均
.

r

ネ
ォ
I
タ
I
、
四
志
十
一 

片
ホ
の
®
格
を
示
せ
るu

p
p
e
r

 
T
h
a
m
e
s

地
方
を
略

 々

债
格
最
低
の
地
方
ご
し
、
，

Battle:
地
方
の
六
志
‘
 I

片
四

英
國
穀
物
市
湯
め
史t

考
察 

雜

冗

號

1

0

都
市S

i

錄
の
總
數
、
表
示
せ
ら
れ
た
ろ
年
數
の
總：

計
各
' 

地
.の
總
^
1
 ̂

’

レ
於
て
最
.も
'多
，く

の
..數
字
を
.有
す
.る
の
..で
あ
：
 

る
。
此
時
代
k
於
て
も
以
上
の
誰
地
方
は
各
ぶ
差
別
的
. 

小
黎
價
格
有
す
る
こ

V

を
知
な
得
.れ
’ご
も
尙
ほ

4.

層 

j

明
白
に
小
麥
價
格
が
地
方
に
.從
て
相
異
る
こ
だ
を
知
ら 

ん
が
た
め
に
、
第
十
四
世
紀
中
葉
に
於
け
る
前
記
の
如 

さ
資
料
の
最
も
豐
富
な
る
請
地
方
を
兄
れ
ぱ
お
の
如
く

分
ノ
三
の
小
麥
價
格
を
最
高
ご
し
，
其
.間U

 

 ̂
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n
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o
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:

等
の
價
格
低
廉
な
り
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地
方
。
 

E
a
s
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K
e
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t
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すuth 

W
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s
t
,

 

J
L
o
w
e
r

 

T
h
a
m
e
s
,

 

Y
o
r
k
,

 

E
s
t

 

E
s
s
e
x

等
の
諸
地
方
を
小
麥
僧
格
の
高
，

ifb

地
方
ど 

し
て
數T

る
こ
ご
が
出
来
る
。
然e

ご
も
此
時
代
に
於 

け
る
小
麥
债
格
に
關
す
る
統
針
的
資
料
に
つ
さ
"
很
も 

豐
富
に
し
て
、最
も
信
®

す
iべ
き
も
の
の
存
す
る
，は
/
英 

國
前
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の
中
心
を
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き
て
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る
：肥
沃
な
る
諸
地

で
あ
る
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.I.Iampshhe. 

6. 

^
u
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^

右
の
諸
地
方
の
中
、L

o
w
e
r

 

T
h
a
m
e
s

地方は、
口ン
 

ドンの调圓：
、約二十五

®

の地よ̂
成
及
北

5 11 

6 

O
l
.

W 11- 

9

 

1 

6

 

11 

W 10>

方
に
就
て >

 
あ
る
。
即
ち
此
池
方
に
於
て
> 

ナ

ア

及

K
e
n
t

'
'北

部S
u
r
r
e
y
。

M
i
d
d
l
e
s
e
x

及
び
西
，南

E
s
s
e
x

，ぶ
iJi

I

を
含
み
"
殆
ざ
總
ベ
て
肥
伎
の
地
に
し
て"

河
川
航
行 

の
便
☆

U

ン
ド
ン
に
到
る
多
數
の
睦
路
ご
を
有
す
れ
ざ 

も
，
你
は
槪
ね
他
の
諧
地
方
に
比
レ
て
小
寒
價
格
の
高 

さ
を
ぽ
ざ
し
た
る
こ
ご
は
、
此
地
方
P
於
け
る
其
消
費 

要
が
絕
え
ず
其
生
.能
力
を
漆
駕
す
ぇ
の
傾
き
が
あ
つ 

だ
た
め
で
あ
る
。

u
p
p
e
r

 

T
h
a
m
e
s

の
市
揚
地
域
は 

-Buckinghamshire, 

Berkshire 

及

.

.

.

Oxfordshire 

を
含 

，み

、

此

前

二

者

の

中
"

L

は
不
毛
の
地
多
ぐ
> 
他
に
は 

森
林
多
ぐ
穀
物
を
産
す
る
こ
ご
少
な
か
ら
し
も
、
餘
の 

部
分
殊
に
-ダ
ー

ムn

河
に
沿
へ
る
部
分
は
極
め
て
®
饒 

の
地
に
し
て
、O

x
f
o
r
d
s
h
i
r
e

の
多
數
の
市
場
都
會
は
川 

ド
臨
み
、廣
さ
市
場
相
連
絡
し
て
居
た
。C

a
m
b
r
i
d
g
e

 

ホ
揚
地
域
* ̂

C
a
m
b
r
i
d
g
e
,

 

Huntington, 

B
e
d
f
o
r
d
,

北 

部

E
s
s
e
x
,

西

部suffork,

の
諧
州
を
位
含
し
m
大
體
に 

半
® 
二
十
®
の
地
城
で
あ
づ
が
。m

m
p
s
h
i
r
e

の
.
 

S
o
u
t
h
a
m
p
t
o
n

の
'か
の
周
圓
の
地
及
プ
イ
ト
鳥(Isle 

of 

W
i
g
h
t
)

の
み
豊
饒
の
地
じ
し
て
他
は
纖
林
に
富
む
地

方
で
あ
つ
れ
"
以
上
の
四
地
方
に
更l

T

 

w
a
t
t
l
e

厕
圓 

，の

地

城

を

含

む

w
a
t
t
l
e

の
市
場
地
域
、
及

び

G
l
o
u
c
e
s


tershire, 

wiushi.re 

Somersetshire 

の
潇
地 

u 

年
徑
ニ 

+
哩
乃
至
二
十
：す
哩
の
劇
內
の
地
域
を
含
む®n,stoI 

の
地
域
を
加
へ
て
、
此
を
地
の
第
十
：
世
紀
#
:
叫
に
於 

け
る
小
麥
價
格
を
見
れ
ぱ
左
の
如
く
で
あ
る
。

1
4
0
j
l
4
.

 

1
1
3
6
,
7
.

 

5s 

0 d

 

7s 

4
d

5 

3

レ
r

か

3
4

o i

1
4

0
7

2
. 

1
4
0
2

-
ド

L
o
w
e
r

 

T
l
i
a
n
a
c
s

 

1
0

ル

7
s. 

S
—

-d.

u

upper. Tlbames

.
の 

0 

6 

7-^

c
a
m
b
n
.
d
g
s
.

'
 

1
0

 

0 

.
 6

.

の

H.amp,:llire 
, 

6
1-.1' 

か：
か
 

4 ： 

0 

.

BaUls 
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0 
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.
^

右
の
ニ
表
に
示
さ
れ
た
る
諧
地
方
に
於
其
隔
絕
せ 

る
地
方
の
相
異
は
.問
は
ず
ご
し
て
も
"
相
隣
接
せ
る
地
：. 

方
間
•し
於
て
さ
へ
も
、
各
ょ
他
の
地
方
に
，對
し
て
相
異 

れ

る

差

别

的

價

路

を

有

し

ね

る

を

見

る

の

で

あ

る

，
"

而

第
十
八
卷：

(

セ
冗
七)

‘

雜

錄

英
姆
穀
物
市
揚
の
史
的
考
联

第
五
號

七

i '



$

八

想

(

七
冗0

維

綠

英

國

穀

物

市

場

の

廣

塞

第
i

i !

:

し
て
各
地
方
間
に
於
け
る
差
別
的
情
格
じ
よ
り
地
方
.的 

，市
場
の
存
在
を
知
.

=-

得
べ
.！

TT;

も
> 
尙

|
層
其
ぎ
住
を
明

な
ら
し
む
る
も
の
は
其
常
時
：

i

於
け
る
穀
物
商
人
ご
K

K
H
.
r
*

 i 

0
.

/
G
5: .Evolution/

o
r English 

.
 C

0
r
5

 

和

報

て

ホ

ス

I
ぎ

rket. 

c
h
p
d
l
e
r

 i
r

こ

か

る

j

六
ン 

：

.

中
世
に
於
け
る
.穀
物
収
引
に
參
加
せ
る
商
人
に
就
て 

は
從
来
其
名
稀
E

々
め
る
も
の
：ぁ
れ
ご〜

次
の
種
類
の 

者
を
舉
げ
る
こ
ご
が
出
来
る
0.

.即

ち
corn 

m
o
n
g
e
r

 

corn 

mercnant, 

corn 

broker, 

corn 

regrator 

等
で 

あ
る
o
.

c
o
m

 

m
o
n
g
e
r

の
®
生
ビ
發
達
ご
は
中
世
都
市
の
發 

逮
ご
時
を
同
じ
ぅ
し
.
。̂
都
市
に
於
け
る
餘
^
增
加
し 

行
ぐ
需
要
に
供
絵
す
る
此
S
の
商
人
の
起
源
は
少
ぐ
を 

も
®
十一

一、
三
世
紀
に
發
す
る
。
彼
等
に
關
す
る
最
古 

の
記
錄
は1

.

ニ
0
四
年
及
ニ 

！：.ニ
.一

一
年
に
存
す
る
0 

c
o
m

 

m
o
n
g
e
r

は
规
則
的
に
通
常
時
路
に
て
短
距
離
の 

她
よ
ら
穀
#
を
都
ホ
市
場
に
供
給
す
る
を
業
ご
す
る
。

あ
る
も
の
な
，̂
し
か
を
も
知
る
こ
ど
が
出
來
ろ
。

n.
ン 

ド
ン
市
內
に
住
め
るcorn 

m
o
n
g
e
r

の
外
、
其
近
く
の 

都
食
即.Great 

M
a
r
l
o
w
,

 

F
u
l
h
a
m
,

 

St. 

A
l
b
a
n
s
,

其 

他

の

L
o
w
e
r

 

T
h
a
m
e
s

地
方
の
詣
地
に
於
け
るc

o
m

 

m
o
n
g
e
r

は
同
じ
ぐ&

ン
ド
ン
に
穀
物
を
供
給
し
た
'。此 

ロ
ン
ド
ン
を
中
心VJ

す

る

...Lower 

T
h
a
s
e
s

 

.也
だ
の 

み
な
ら
ず
、B

r
i
s
t
o
l

を
中
心
>
;す

0̂
地
方
、L

y
n
n
.

を 

ホ
心
？
ず
る
地
方
に
も
、
親
物
卸
商
た
.る
と
非
に
小
賣 

商
な
る
も
め
あ
ね
、X

ィ
シ
グ
ラ
ン
ド
の

f
r
、

へ
て
の 

地
潜
地
方
都
會
に
穀
物
を
供
給
す
る
田
舍
のcorn . 

m
o
n
g
e
r

が
ぁ
つ
カ
。
®
±
n
世
紀
初
則
の
諸
記
録
に 

は

會

の
 

corn 

m
o
n
g
e
r

 

よ
-
も
f
f
l舍
の 

corn 

m
o
n
g
e
r

を
記
す
こ
と
多
け
れ
ご
も

"
.
.
農

業

に

從

事

せ
 

，さ
る
都
會
.の
住
民
の
成
者
.が
、：：

穀
物
の
賣
賀
を
生
業
と 

す
る
に
到
り
し
こV

を
も
認
め
，な
け
れ
ぱ
な
ら
な
い
。
 

.勃
れ
に
ふ
せ
よ
、
此

corn 

m
o
n
g
e
r

は
農
民
が
パ
事 

耕
作
の
餘
暇
に
行
ふ
所
w
r
;
:
機
會
商
業
。
父
は
農
事
閑

1

H
八

彼
等
は
第
一
に
、
生
蜜
者
よ
b
穀
物
を
購
入
し
て
、
都 

市
市
®
に

於

け

る

消

費

者

に

直

接

'.販

賣

す

る

？

彼

等

が
 

都

市

.に

於

け

る

諧

規

則

に

服

す

る

間

は

、

彼

等

の

，活

勘 

に
何
等
の
障
害
な
ぐ
*
實
際
に
於
て
獎
勵
せ
ら
れ
た
。

一
蓋
し
、corn 

m
o
n
g
e
r

は
、
自
己
の
穀
物
を
市
場
に
述 

J

び
て
資
ら
ん
ご
す
る
穀
物
生
産
紫
に
よ
り
て
必
須
な
る 

I

も
の
で
あ
つ
め
。
生
齋
者
力
る
農
民
は
常
k
市
®

に
赴 

\

さ

得
ベ
き
あ
ら
す
、
殊
に
春
夏
の
農
事
驚
忙
の
時
香
に 

一
於
て
然
る
ご
雖
も
、

一
方
に
於
て
市
場
は
规
則
的
に
供 

.
給
せ
ら
る
る
こ
を
必
要V,；

す

る

が

故

に

、

此

c
o
m

m
o
n
g
e
r

の

如

き

特

殊

の

商

人

を

必

‘要

ご

し

た

の

で

あ 

る
ゾ
而
し
て
エ
ド
ヮ
I
ド

1

世9^

時
代
よ
り
以
後
、
地 

.
方
的
穀
物
腐
人
に
.關
す
るg

?

事
は
ロ
ン
ド
ン
の
：

jg

錄
に 

,:

最
も
豊
富
で
め
る
> 

又
壊
十
旧
世
紀
初
頭
に
於
て
？
其 

,

商

人

が

有

し

た

る

財

產

は

其

遺

言

狀

に

.
記

載

さ

れ

た

る 

ボ
に
よ
ウ
て
-
る̂
こ
ご
が
出
來
る
.
0 XG

r
a
s
.

 

ibid., 

p 

1
6
5
-
6 

n
o
t
e

參
照)

又
其
れ
に
よ
つ
て
其
業
務
の
利$

1

バ
散
の
時
季
に
行
ふ
所
謂

、
'
 
季
節
商
紫
の
減
を
脱
し
て
一 

の
廣
業
ご
し
て
存
在
す
る
に到

.：> 
た
る
最
始
の
穀
物
商 

人
で
あ
.る
。
而
し
て
其
は
地
方
的
穀
物
市
場
の
存
在
の 

た
め
に
必
須
の
要
素
を
な
ず
も
の
で
あ
つ
ね
の
で
あ 

一；
る
。
從
ウ
て
都
市
の
當
帰
者
は
都
市
が
其
旧
圓
の
他
方 

f
t村
地
域
に
よ
.

e
v

て

穀

物

を

供

給

せ

ら

ろ

る

を 
I 

I
S

 
め
、
他
の 

corn 

b
；rok:er, 

c
o
m

 

regrator, 

corn 

m
e
r
c
h
a
n
t

等
の
如
き
は
其
が
た
め
に
は
*
絕
s
的

.し
は 

必
要
た
る
も
の
に
あ
ら
す
ざ
.な
し
た
る
に
反
し
て 

co
r
n 

m
o
n
g
e
r

は
寧
ろ
都
市
に
對
す
る
穀
物
供
給
者
ぶ 

し
て
の
業
務
を
行
ふ
こW

を
獎
勵
せ
ら
れ
た
る
は
他
の 

'商
人
の
羡
望
す
る
所
で
あ
り
た)

而
し
て
ロ
ン
ド
シ
に 

t

於
る
此corn 

m
o
n
g
e
r

の
鲍
合
は1

三
二
八
年
十
二 

の
文
#
に
始
め
て
發
‘見
さ
れ
る
。

P
ン
ド
ン
の
二
十
五 

の
組
合
の
中
第
十
二
位
に
現
は
れ
力c

o
m

 

m
o
n
g
e
r

 

h
 

(Bladarii

ざ
呼
ば
る)

の
組
合
は
九
人
の
役
員
が
選
任
、
 

レ
：：

宣

誓

し

て

其

支

配

に

當

り

た

。

ニ

 

r
aニ
ニ
年
に
は
此
組

贫

十

八

を(

七
冗
九J

國
徽
物
市
場
の
ル
的
考
察



培

十

八

翁(

セK
0
)

 ：

0

芬
國
穀
物
市
勘
の
.史
的
考
察

m

l

!

ぼ0
合
は
ぽ
十
の
紐
合
ピ
共
に
擧
げ
ら
れ
て
居
る
。
然
る
に 

corn 

m
o
n
g
e
j

組
合
に
ゥ
い
て
は
、
ナj

が
最
後
の
形
跡 

V
J

し
て
残
.

0
セ
居
る
。
.
1
.
.
则

ち

.此
ま
仓
に
關
し
て
知
ら 

る
る
所
は
極
め
て
乏
し
い
。
し
か
し
、
此
種
の
組
.合
が 

P
ン
ド
ン
以
外
に
於
て
、 sout;llamDt:op 

N
e
w
c
a
s
t
l
e

 

等
に
.も
存
し
た
ろ
こ
ざ
は
明
で
あ
る
。
例
令
、

ロ
ン
ド 

，シ

に

於

け

る

此

corn 

m
o
n
g
e
r

組
合
が
火
を
な
す
に 

到
ら
ざ
り
し
こ
.ビ
は
、

ン
ド
ン
のc

o
m

 m
o
n
g
e
r

が 

其
収
引
業
務
の
獨
ぽ
を
有
す
る
こ
ご
な
か
タ
し
た
め
で 

あ
ら
ぅ
。St. 

Albans. 

G
r
e
a
t

 

M
a
r
l
o
w

 

其
他
多v

の 

近

隣

の

び

村

のcorn 

m
o
n
g
e
r

は
此
ジ
ン
ド
ン
市
揚

糧
供
給
者
な
る
職
能
を
盡
す
間
は
、
充
分
に
典
業
務
を 

遂

行

せ

し

む

ろ

も

、

其

：以

上

に

出

づ

'る

こ

を

許

さ

：
な 

か
っ
た
の
で
ぁ
る
。

而
し
て
平
年
の
場
合
に
右
のc

orn 

m
o
n
g
e
r

以
外 

に
は 

c
or
n 

reenratoi* 

及 

co
r
n 

b
r
o
k
e
r

 

等
の
ニ
® 

の
取
引
仲
介
の
商
人
が
ぁ
っ
た
。

corn 

m
o
n
g
e
r

は
其
穀
物
を
都
市
ほ
の一

定
期
間
に 

一
定
の
市
場
-レ
於
て
先
づ
第一

に
消
®
者
に
賣
ら
な
け 

れ
ぱ
な
ら
な
か
つ
た
。
然
る
後
に
其
幾
餘
の
穀
物
を 

c
o
r
n

 

r
e
g
r
a
t
o
r

に
s

る
こ
ざ
が
出
來
た
。
都
會
に
於 

け
る
貧
闽
な
る
人
々
は

"

H

ルm

の
ホ
®
に
於
て
穀
脚

に
す
る
穀
物
供
給
の
業
弥

k
參
加
す
る
こ
ビ
が
出
來r

を
購
ふ
べ
き
時
間
の
餘
裕
も
金
錢
を
も
有
せ
ず
又
穀
物

:た

。
，
又

斯

く

し

て

穀
®
の
如
へC
一
 

般
的
必
.お
：E

の
*
占 

.‘僧
格
を
防
止
す
る
こ
ざ
は
"
ン
ド
ン
に
於
け
る

B

数 

者
に
と
ゥ
て
利
猛
で
ぁ
つ
た
。
都
ホ
當2

5

者1
1

ゾ
純
然 

た

る

co
r
n 

m
o
n
g
e
r

の
職
能
即
ち
"*̂
都
市
に
於
け
る 

消
費
者
に
先
づ
其
穀
物
を
賣
却
し
、
都
市
に
對
す
る
群

を
必
要
ビ
す
る
時
に
市
場
の
開
市
し
思
ら
ざ
る
こ
と
が 

あ
る
。
斯
る
必
要
に
對
し
て
貧
し
き
人
々
が
求
む
る
少 

量
の
穀
#
を
賣
み
の
任
を
な
す
も
め
は
s
m regrator 

で
あ
つ
た
"
此
商
人
は
以
上
の
如
き
重4<

な
る
職
能
を 

行
ふ
も
の
な
れ
ご
も
、
唯

！

の
危
臉
は
都
曾
の
市
場
に

穀
物
を
持
ち
求
る
人
々
を
躲
き

，

て
债
格
の
騰
貴
を
許
る 

こ
ぶ
で
あ
る
。
先

i

只
、
獨
ぃ
及
び
買
れ
等
め
類
の
行 

@

I

I

之
等
の
名
稱
は
後
じ
は
各
別
S

味
を
お
す
る 

に
到
な
.た

れ

ざ

も

第

十

三

>::

叫

世

紀

に

：て

は

货

物

が

生 

ま

港
或
は
眞
正
の
商
人
じ
よC

'

て
：公

開

の

市

場

に

齋

ら 

さ
る
る
を
妨
ぐ
る
如
何
な
る
行

®
に
對
し
て
も
跨
ダ」

同 

一

意
義
？
し
て
用
ひ
ら
れ
，た

や

ぅ

で
あ
る
I

即
ち
先 

質
者
或
は
獨
£
者

等

が

都

會

外

或

は

市

場

，外

に

で
货
物 

を
大
敷
に
質
つ
て"

獨
トn

に

よ

ウ

て

他

の

場

合

，に

支

柳 

は
.る
',る

よ
-
も
.

高
き

！：：：̂

格

が

得

，る

こ̂>し
.を

禁

止

す

|
<
^
も 

の
ぱ
其
當
時
に
於
て
®
も
遠
大
な
る
結
集
を
ぜ
し
だ
る 

法规あセ、之等厳に禁

#
ら
れ
て
居
力
。
尙8

r
n

 

’regrator 

,が
貧
闽
な
る
：消
費
密
に
對
し
て
な
す
べ
し
ビ 

臆
測
せ
ら
れ
ね
る
離
®
は
，、
穀g

を
貯
藏
じ
置
さ
て
收 

;

ら
穆
不
作
の
；あ

に

之

れ

：を

高

觸

に

賣

る

こ

i

き

か
を
云 

ふ
細
で
あ
ク
た
。
彼
等
に
®
す
る
反
感
の
多
く
は
、
彼 

等
は
少
し
も
穀
物
の
效
用
を3

?

す
も
の
で
な
い
云
ふ

.

こ
’；

J

に
あ
る
で
あ
ら
5
。
彼
等
は
都
市
の
政
府
に
ょ
つ 

て
®
に
其
業
務
を
制
限
"
束
縛
せ
ら
れ
な
る
も
尙
且
つ 

蒋
纖
し
れ
る
は
、
賞
際

k
其
の
常
時
の
ホ
場
の
事
情 

が
其
の
称
狂
を
必
要
€

レ
こ
ビ
を
示
す

。s
r
n

 
b
r
o
k
e
r

な
る
，商
人
は
穀
物
市
場
に
於
て
、
賣
手V」
賀
手
> 

殊
に
穀f

生

産

激

成

はcor
n 

m
o
n
g
e
r

が
に
市
揚 

に
於
て
消
赞
来
の
需
要
を
满
し
れ
る
後
じ
其
掌
ホ」

何 

ほ
穀
物
の
踐
存
せ
る
時
彼
等
が
未
知
の
S
3 regrator 

に
資
却
す
る
を
仲
介
幹
旋
す
る
の
業
を
な
す
も
の
で
あ 

0

 

0

而

し

てcor
n 

S
r
o
k
e
r

は
他
の
都
會
に
於
け
る

も
；！

ン

ド

シ

に

於

て

其

蒋

在

明

に

し

て

"

大

瞪

に

上於
てU

ン
ド
ン
に
限
ら
れ
他
の
業
胳
に
於
け
るb

r
o
k
e
r

 

ぶ
異
ゥ
組
会
も
有
せ
ず
又
商
業
取
‘引
の
立
會
人
た
る
資 

格
を
公
認
さ
る
る
こ
ご
も
な
く
、
純
然
れ
る
取1

0

の
私 

的
仲
介
者
で
あ
つ
た
。
賞
に
平
年
に
於
て
都
會
市
場
に
.
 

現
は
る
る
穀
物
商
人
は
以
上
の
三
種
の
商
人
で
$

 

た
。
之
等
の
商
人
の
中
、
穀
物
取
引
の
最
も
主
要
な
る

第
十
A
各

(

セ
六一

〕

，雜

阔
穀
物
市
湯
の
史
的
考
察

第
冗
號

5
!

I
I
t
i

I
■f

1
!



もi n

' 

.

银
ナ
s

ハ-
^
2

ア

m 

'
 

0 

穀
物
市
繁
史
的
I
 

.
 

0

1
.

一 

哗

ニ
 

部
分
を
行
ふ
も
の
は
疑
も
な
く
> c

o
r
n

 

m
o
n
g
e
r

で

ぁ

物

移

動

の

最

も

重

な

る

も

の

はL
y
g

よ
.

=v N
e
w
c
a
s
t
l
e

 

る

:み
，も
-よ當時に於ける穀耿は主してに到る海岸貴易

、Up
p
e
r

 S
e
v
e
r
n

地
方
よ
-

cv-Bristol 

c
o
m
i
n
g
e
r

に
よ
つ
て
都
會V

.

其

调

圓

の

農

村

地

域

へ

の

河

川

貴

易

、

U
p
p
e
r

 

H

I

-
 

V
-

 ̂

L
o
w
e
r

 

ビ
の
間
#

介
せ
ら
る
M
る

親

物

需

給

に

よ

つ

て

成

立T
h

i
s

へ
の
河
川
贸
S

で
め
ら
ぅ
。
第

十I

让
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し
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ブ
の
I
方

が

す

模

地

域

を

形

成

し

た

年

の

•場

j

末
に
ア
ィ
ル
ラ
ン
ド
の
毅
物
が
輸
入
さ
れ
、
又

j 

ニ
五 

合
に
於
て
は
此
地
方
的
市
場
は
之
以
上
の
商
人
を
必
要
：j

八
S

騰
貴
に
應
ず
る
が
た
め
S

ド
ィ

ッ
の
穀
物
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し
な
i力
つ
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ロ
ン
ド
ン
に
癒
人
さ
れ

W
ぐ
り
旧
よ
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^
ニ

，̂

r

i

し
な
‘か
つ
た 
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然

る

穀

物

®
格
が
巢
常
に
：騰

貴

せ

る

年

に

於

てI 

は
此
地
方
的
市
場
を
以
て
は
充
分
で
な
か
っ
た
。
.斯

る

™

年
に
於
て
の
み
、
穀
物
は
他
の
市
場
地
域
.ょ
ら
K
給
せ
.I
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.,.
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ら
れ
ね
せ
な
ら
な
か
ね
。
此
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に
：當
る
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r
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た
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而
も
大
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に
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物
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仕
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れ
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ピ
す
るI:

階

蔽

ご
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し
て
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物
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り
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®
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取
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に

於
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は
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し
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つ
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ご
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て
ょ
い
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て
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；
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物
生
廣
の
豐
富
^
:
る̂
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な
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物
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代
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的
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揚
地
域
內
に
於
け
る
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つ
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或
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時
に

S
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な
る
穀
物
廣
地
を
宵
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す
る

L
y
n
n

の
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5̂1̂
地
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は
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國
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物
を
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も
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斯
く
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唯
例
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的
な
る
一
地
方
に
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る
る
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し
て
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，世

穀

物

市

場

の

代

表

的

现

象

を

な

す

を

得

な

い

の

で

め
 

る
。
此
時
代
の
穀
物
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出
に
つ
さ
て
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穀
物
取

' 

引

V
;

併
せ
て
述
べ
る
"
近
世
初
勘
に
於
け
る
殺
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ご
市
場
の
發
達
に
從

C
V

て
變
化
せ
る
都
市
及
瞬
家
の
政

I
%

■I

病

策
等
が
次
に
殘
さ
れ
た
る

I
E

題
で
あ
る
。
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